
指定管理業務評価結果書 
 

１ 施設の名称等 

(1) 公の施設の名称 津山圏域雇用労働センター 

(2) 指定管理者 所在地 津山市山下９２－１ 

名 称 津山広域事務組合 

代表者 管理者 宮 地 昭 範 

(3) 公の施設の所管部署 産業経済部定住推進室 

(4) 指定期間 
平成２１年４月１日～平成２６年３月３１日 

 

(5) 評価対象期間 平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日 

 

２ 施設の利用状況 

(1) 利用者数等 年間利用者数 ２７，３１６人（前年度１７，６７６人） 

(2) 事業の内容 
雇用労働関係事業の開催及び一般貸館事業 

 

 

３ 収支の状況 

(1) 収入 

 （指定管理者の収入） 

総額      １２，１８８千円（前年度８９，２４５千円） 

 利用料金収入          ５，６６９千円 

 指定管理料           ５，７００千円 

 その他の収入            ８１９千円 

(2) 支出 

（指定管理者の支出） 

総額      １１，２９６千円（前年度８８，８６７千円） 

 主な支出 人件費          ４，３２９千円 

      光熱水費         ３，１９２千円 

修繕・消耗品費等       ５８６千円 

委託料          ３，０９８千円 

その他             ９１千円 

 



４ 総合評価結果 

(1) 指定管理者の自己評価 

 

社会情勢の変化に加え、周囲１㎞圏内に、アルネ津山、文化セン

ター、ホテル等官民の類似施設が多く存在することと、また平成２

２年度は会館の大規模改修を行い、数ヶ月閉館したため、利用者数

は大幅に減少したが、２３年度は改修前の利用者数と同じくらいに

回復した。リニューアルした会館の特徴を利用しながら、今後の利

用促進を図っていくこととする。 

 

(2) アンケート調査の概要 未実施 

 

 

 

(3) 市の評価 施設利用収入は固定客を中心として、ほぼ安定している状況で

あり、今後とも継続利用をしていただけるよう努めていく必要が

ある。それとともに、長引く不況といった社会情勢の変化や地域

活動の低迷化等により、利用増を見込めないといったやむを得な

い事情もうかがえるが、平成２２年度の会館の大規模修繕を行っ

たことを機に施設の特性を最大限生かした利用促進を今後図って

いくことが必要である。 

 

 

 


